カンゴ キソ キョウイク カテイ ニオケル コモン スキル トレーニング ドウニュウ ノ トリクミ by 永易 裕子 et al.
−55−
看護基礎教育課程におけるコモンスキルトレーニング導⼊の取り組み
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A study on usefulness of common skills training in the basic nursing
curriculum
Yuko NAGAYASU，Emi OTAKA，Rieko SASAKI，Yoshiko MUTA，Sachiko HOSOGOE
要旨：看護学部初年次生のコモンスキル向上を図る取り組みとして、コモンスキルに関する無記名⾃記式質問
紙調査と並⾏して、松澤らが開発したトレーニングプログラムを希望者に実施した。質問紙調査では、トレー
ニングを受けたいまたは必要だと思う者は全体の３割であることがわかった。また、トレーニングの
受講に消極的な学生は⽇々の生活において⾃分の属する社会に適した⾏動をとるという意識が希薄であり、ト
レーニングを積極的に必要としない学生は⼤学に⼊学する以前と⼊学後一年とで対⼈関係のとり方が変わって
いないと認識していることが⽰唆された。松澤らのプログラムを実施した12名は、⾃身の省察と他者への関
心・共感を軸に、他者との相互作用や集団の変化を感受しており、プログラム実施中に得られた知識を⾏動化
したり、看護者としてのあり方を考えたりと、⾃ら成長発展しようとする姿勢がみられた。
キーワード：看護基礎教育課程、コモンスキル、対⼈関係
Abstract: In an attempt to improve the common skills of nursing students in the first year, a survey was
conducted on awareness in regards to common skills. In addition, a common skills training program developed
by Matuzawa et al. was implemented for interested students, after which its effects were verified. The results
of this awareness survey revealed that those who needed common skills training amounted to 30% of the total
and that there was a group of students who felt that they were “not aware of socially appropriate attitude in
their ordinary life.” On the other hand, it was found that students who have just completed their on‑site clinical
practicum had significantly changed the ways of daily living and attitudes toward interpersonal relationships
and that they strongly felt a lack of knowledge about common‑sense manners and interpersonal relationships
as well as had difficulties acting on this knowledge. As for the 12 students who completed the program
developed by Matuzawa et al, it was found that they perceived the changes in the group caused by individuals’
interaction with others based on self‑reflection, care and empathy towards others. In addition, they showed an
attitude to try and willfully grow by acting on the knowledge acquired during the program and thinking about
how nurses should behave. In consideration of the fact that maturity as a person is not irrelevant to growth
as a nurse, this study suggested the usefulness of common skills training at an appropriate time.
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はじめに
看護は対象となる「⼈」との対⼈関係を前提と
して成り立っている。看護実践における対⼈関係
スキルの多くは専⾨的知識や理論等に基づく妥当
性や必要性を伴うものの、それらも基本的には
「より⽇常的・常識的な対⼈関係スキル（以下、
コモンスキル）」が基盤になっている。ところが
近年、⼤学⼊学時にコモンスキルを欠く学生が増
加傾向にあることが数多く報告されている１）２）
３）。看護学の知識体系は専⾨性の追究という観点
から、ますます高度で洗練されたものに進化しつ
つある一方で、これまで常識とされていた⾔動や
判断が身についていない学生に対し、看護を実践
する上で対象とどのように関係性を構築し深化さ
せていくか、その教育方法についての研究は極め
て少ない。
そこで今回、⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学（以下、
本学）に⼊学した看護学生（以下、学生）の傾向
を探るとともに、コモンスキル向上を促す教育方
法についての⽰唆を得ることを目的として、希望
者を対象に「松澤らのコモンスキルトレーニング
プログラム」４）５）を実践し、その効果の検証に
取り組んだ。
これら取り組みに先立ち、本学研究センター倫
理審査委員会の承認を得た後、学生へ本取り組み
の趣旨と内容の概要、協⼒は⾃由であり中断も可
能であること、成績評価とは一切関係しないこと、
得られた情報は本目的以外で使用しないこと、情
報と分析内容の共有は本取り組みの関係者内とし、
発表や論⽂化の際には匿名性を遵守する旨を書面
と⼝頭で説明した。さらにトレーニング参加者に
は同意書に署名してもらった。
１．本学初年次生のコモンスキルの実態
１）実態把握の方法
本学平成Ｘ年度初年次生を対象に、無記名⾃
記式質問紙調査を３回実施した。調査時期は、
⼊学後２ヵ⽉目の６⽉、前期終了時の12⽉、基
礎看護学実習Ⅰ終了直後の３⽉とした。質問紙
は先⾏研究４）５）を参考に６項目から成るもの
を作成した。各項目の内容は、「①常識的な礼
儀作法や⼈間関係について集中的に学んだ機会
がある、②常識的な礼儀作法や⼈間関係につい
ての知識が不足していると思う、③⽇頃社会的
に適切なふるまい・⾔動を意識して生活してい
ると思う、④頭では理解できている常識的なこ
とをなかなか⾏動に移せない方だと思う、⑤⼊
学前と比べて対⼈関係のとり方が変化したと思
う、⑥コモンスキルトレーニングについて
（⑥−１コモンスキルトレーニングを受けたい
と思う、⑥−２コモンスキルトレーニングは必
要だと思う）」であり、対象となる学生には｢か
なりそう思う｣｢ある程度そう思う｣｢ほとんど思
わない｣の３段階で評価してもらった。得られ
たデータは、各項目の内容に強く反応する群を
抽出するため、｢かなりそう思う｣群と「ある程
度そう思う・ほとんど思わない」群の２群に分
類した。そして学生のコモンスキルトレーニン
グについての思いと関連する項目を探るため、
項目⑥とその他の項目間でχ2検定を⾏った。
なお統計解析にはSPSS Ver.15.0 for Windows
を用いた。
２）本学平成X年度初年次生のコモンスキルの
実態（表１）
各調査における質問紙の回収数および回収率
は、６⽉は111件（100％）、12⽉は104件
（93.7％）、３⽉は103件（92.8％）であった。ま
た有効回答率は全調査100％であり、対象者の
年齢は99％以上が10代であった。
項目⑥−１「コモンスキルトレーニングを受
けたいと思う」と項目⑥−２「コモンスキルト
レーニングは必要だと思う」に「かなりそう思
う」と回答した群は約３割で推移した。また
χ2検定を⾏い有意な関連を認めたのは２項目
間で、一つは６⽉の⑥「コモンスキルトレーニ
ングは必要だと思う」と③「⽇頃社会的に適切
なふるまい・⾔動を意識して生活していると思
う」（p＝0.028）、もう一つは３⽉の⑥「コモン
スキルのトレーニングは必要だと思う」と⑤
「⼊学前と比べて対⼈関係のとり方が変化した
と思う」（p＝0.002）であった（表２、表３）。
２．「松澤らのコモンスキルトレーニングプログ
ラム」の効果
１）効果検証の方法
本学の平成Ｘ年度およびＹ年度の初年次生で、
コモンスキルトレーニングへの参加を希望した
学生を対象に、松澤らのコモンスキルトレーニ
ングプログラムを実施した。このプログラムは、
⽇常的場面を状況設定した「ロールプレイ」お
よび視覚情報や作業⼿順等の⾔語化能⼒を促す
「表現⼒⼩訓練」の実施と、その都度のディス
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表１　本学平成Ｘ年度初年次生のコモンスキルの実態
表２　6⽉の項目⑥と③のクロス表
カッションから成る１回90分・全６回で構成さ
れている（表４）。教員は必要な物品と場の準
備・司会進⾏を担い、１回に２名が関わった。
週に１回の実施で、全メニュー終了に６週間を
要するため、実施期間は学生と教員とで調整し、
平成Ｘ年度は６⽉23⽇から７⽉28⽇、平成Ｙ年
度は６⽉22⽇から７⽉30⽇の間、毎週１回、放
課後に⾏った。なお、このプログラムにおける
学習効果を検証するため、学生には各回終了時
に「⾃分や他者について気づいたこと」を記述
してもらった。
２）トレーニング参加者
トレーニングに参加した学生は、平成Ｘ年
度・Ｙ年度ともに６名の計12名であり、全員が
⼥性、年齢は18歳もしくは19歳であった。また、
「出身高校が同じ」「近所に住んでいる」者同士
が誘い合って参加していた。
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表４　松澤らのコモンスキルトレーニングプログラム概要
表３　３⽉の項目⑥と⑤のクロス表
３）プログラムの効果
学生が各回終了時に書いた「⾃分や他者につ
いて気づいたこと」の中から学び得たと考えら
れる内容を抽出した（表５−１、表５−２）。
学生の学びを時系列で眺めると、⾃身の省察
と他者への関心・共感を軸に、個⼈と他者との
相互作用や、その中で生じた集団の変化を感受
していることがわかる。また、トレーニング中
に得られた知識を⾏動化したり、看護者として
のあり方を考えたりと、主体的に成長発展しよ
うとする姿勢がみられた。
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表５−１　コモンスキルトレーニング実施後の学習効果
おわりに
今回の調査では、コモンスキルトレーニングを
受けたいまたは必要だと強く思う学生は
３割に留まった。また、トレーニングの受講に消
極的な学生は、⽇々の生活において⾃分の属する
社会に適した⾏動をとるという意識が希薄であり、
トレーニングを積極的に必要としない学生は、⼤
学に⼊学する以前と⼊学して一年が経過した時点
で対⼈関係のとり方が変わっていないと認識して
いることが⽰唆された。
看護基礎教育の観点から今回の結果を眺めると、
今後は臨地実習以前に対⼈関係上の課題が見いだ
せる場を創造・提供したり、看護実践におけるコ
モンスキルの重要性に⼊学後早期に気づくことが
できるような関わりを強化したり、主体的にコモ
ンスキル向上を図ることが困難な学生には今回用
いたプログラムの紹介や年間を通しての支援をし
たり等、多くの課題を見出すことができた。さら
に松澤らのコモンスキルトレーニングプログラム
に関しては、構成要素の一つひとつに着目し何
が学生のコモンスキル向上に繋がるのかを追究
するとともに、トレーニング進⾏のファシリテー
ターを担う教員側の準備等についても検討を重ね、
より学習効果を上げる取り組みが必要であると考
える。
本取り組みは平成21年度～22年度⽇本⾚⼗字秋
⽥短期⼤学プロジェクト教育研究の助成を受けて
⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学紀要・⽇本⾚⼗字秋⽥短期⼤学紀要　第16号　2011年
−60−
表５−２　コモンスキルトレーニング実施後の学習効果
実施した。
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